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’
関連雑誌の特集可可詞三 ・.｜

小特集：電子ジャーナル･コンソーシアム

。効果的なコンソーシアムを考える

。企業向け電子ジャーナル･コンソーシアム

の現状と今後の課題について

。５種の電子ジャーナル・コンソーシアムに

参加して

ほすぴたるらいぶらりあん．2003;28(2)

特集：病院図書室研究会2003年度第１回研

修会

・インターネット時代に必要な司番の技能

°効果的なプレゼンテーション

｡利用者教育

・院内ＬＡＮを用いた病院図書室のホームペ

ージ

｡インターネットとＬＡＮを用いたホームペ

ージ

。所蔵学術雑誌評価とJCR（JoumalCitation

Reports）

・病院図書室担当者として患者に対する文献

情報・図書サービスへのかかわり方につい

て（第２報）

薬学図書館．２００３;４８(2)

図書館

社会福祉の書誌情報源

海老原延佳

医学図書館．2003;50(1):16-24．

社会福祉関係は近接領域として必要性を感じ

ることが多いが、レファレンスツールとして役

立つ、有益な情報が得られる。

外部研修会での自己研讃：病院側警館員として

和気たか子

看護と情報．2003；lＯ:36-40．

自己研鎖として、積極的に研修会へ関わる必

要性を意識させる。参加するだけでなく、発表

や主催することにも意義がある。

看護と情報．2003；１０

特集記事：研修ネットワーク

｡外部研修会での自己研鍛：病院図書館員と

して

。看護図書館協議会研修グループ「利用教育

研究会」

・医療情報サービス研究大会

oLeamingfromEachOther

oマルチメディア研究会の活動

医学系大学院でのＥＢＭワークシヨップ：図諜

館貝の参加とその効果

小田中徹也ほか

医学図書館．2003;50(2):150-4．

近病図協会員を中心とする図書館員が、京大

大学院医学研究科の「臨床疫学ＥＢＭ特別ワー

クショップ」に参加。情報検索について行った

講義や実習指導の報告。

利用者向け研修プロジェクトー企画と実施例一

慈道佐代子

情報の科学と技術．2003;53(5):263-8．

図押館の利用者教育について、企画･運営と

いう観点から、京都大学での３つの事例を紹介

している。側誓館職貝内部での理解を得ること

がもっとも軍要だとする。

－１５３－
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文献紹介

浜松赤十字病院における｢いきいき健康図譜:館」

の活動

飯田育子

看護と情報．2003;10:115-23．

小さな患者図書室の活動報告。地道な努力の

跡がうかがえる。

患者さんの求める医療情報一とくに病院からの

診療情報提供について

伊藤正一

ほすぴたるらいぶらりあん．2003;28(1):2-8．

病院院長が著者。病院として診療情報の開

示･提供は責務であり、患者さんへの仲立ちと

しての図書館の必要性を感じている。

患者図書館：その役割と可能性

菊池佑

図書館雑誌．2003;97(4):215-7．

本格的な患者図書館である、静岡県立静岡が

んセンターあすなる図書館を中心として、ある

べき患者図書館の姿を述べている。

インターネット

電子ジャーナル導入の現状と課題

菊地元子

ほすぴたるらいぶらりあん．2003;28(1):22-7．

一病院図書室として、電子ジャーナル導入の

経緯やその後の問題点が、具体的に述べられて

いる。相互貸借への対応や冊子体の１．|:１止につい

ても記述があり、参考になる。

医学薬学データベースの比較

－１５４－

野、利章

薬学図書館．2003;48(2):114-9．

同一テーマで医中誌Web、ＪＭＥＤＩＣＩＮＥ、

JAPICＤＯＣを検索し、比較した。そのヒット

率については、各データベースで約70％という

数字が出ている。

著作権

病院図書館と著作権

長谷川湧子

ほすぴたるらいぶらりあん．2003;28(1):28-31．

病院図書館における著作権問題においては、

医療法を視野に入れて解釈すべきで、病院図書

館は法的に資料の複製が認められる図書館だと

述べている。

エビデンスと著作権

小田中徹也

EBMジャーナル．2003;４(5):88-93

国内外の文献データベースやいわゆるＥＢＭ

二次資料を中心に、著作権問題も含めた医学情

報の経済的側面について、最近の動向と課題を

扱っている。ＥＢＭと市民への医学情報の提供、

開発途上国への学術情報の支援など、興味深

い。

■文献の入手は､所蔵館へお申し込みください。

■「怖報の科学と技術」は協議会で購読してい

ます。

■興味ある文献を分かちあいましょう。参考に

なる文献がございましたら、会誌編集部まで

お知らせください。


	名称未設定

